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１）災害時の燃油備蓄と輸送手段の確保を

釧路の油槽所が津波被害に遭った時を想定して燃油の備
蓄と輸送手段について質問いたします。もし釧路市が油槽
所の機能を停止させるレベルの津波に襲われたら、そして
中標津までの道路が寸断されたら、甚大な影響を物流に与
えることになります。

町　長

２）同行・体験ガイドをなりわいとする事が可能な研究を

地域から発信される特徴あるメッセージや共感を求める
アクティビティが求められる昨今、この地域を語る意味に
おいてガイドは必須の仕事です。耕地防風林に生きる野生
動物たちの想いを代弁するような事も含めて人材の育成に
取り掛かり、なりわいとなれる方策を研究すべき時期で
す。

町　長

2 ５番 佐久間 ふみ子

１）安心の就学へ「５歳児健診」の実施を

就学前に発達の特性を早く発見し、個々に応じた支援を
行い、安心して就学を迎えるため「５歳児健診」の実施を
検討すべきです。

町　長

女性の雇用創出と居場所作りを
１）女性デジタル人材の育成について

若い世代の女性が町外へ流出することを食い止めるた
め、また育児や介護離職の女性が在宅で働きながら収入を
得られる、女性デジタル人材育成の調査研究の状況は？

町　長

女性の雇用創出と居場所作りを
２）女性の起業支援と居場所作りについて

町内で起業する女性に事業を行う場を提供し、女性の繋
がりを作ってはどうか。また、町内の飲食店などに「おひ
とり様歓迎」の雰囲気を作ってはどうか。

町　長

通
告

質問議員 質問事項・質問要旨
答弁を
求める者

1 １８番 松村 康弘

3  ８番 江口 智子
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通
告
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答弁を
求める者

4  ６番 松野 美哉子

１）学校の臨時休業時に児童館の開館を

共働き世帯、母子世帯や父子世帯の方々の困りごとのひ
とつである学校の臨時休業時の児童館の休館で、親戚等が
無く、子どもを安心して預けられる場所として、児童館の
開館を希望する声に、町が解決すべきでは。

町　長

5 ３番 阿部 隆弘

１）職員の離職を防ぎ意欲を高めるための対策を

１．ストレスチェックについて集団分析の活用を
　職員の心身の状態を把握するためにも重要です。
２．人事評価について面談の確実な実施を

職員の考えや仕事での悩みなどを把握するためにも、面
談が重要です。
３．職員定数について現状把握と対策を

何人の人員が不足し、代替職員、兼務発令はどのくらい
になっているのか。

町　長

標津断層帯を震源とする地震災害の対策について
１）地震で予想される４ｍ隆起のライフライン復旧計画

羅臼町から中標津町までの山際52ｋｍに位置する「標津
断層帯」の全体が地震源となった場合マグニチュード7.7
以上の地震により４ｍの隆起が断層沿いに発生する。能登
半島地震において現在も復旧作業が続いている水道管の復
旧は酪農地帯において特に重要な課題なので、中標津独自
の復旧計画や防災資機材の確保が必要ではないか。

町　長

標津断層帯を震源とする地震災害の対策について
２）標津断層帯の中標津町区間に対する活断層調査の推進

羅臼町・標津町における活断層の調査は航空レザー測量
等で進められてきたが、中標津町区間の詳細な調査は実施
されていない。関係する文部科学省を中心とした調査関係
機関に更なる詳細調査を要請し、標津断層帯地震の特性や
発生確率等を検討していただきたい。

町　長

標津断層帯を震源とする地震災害の対策について
３）標津断層帯地震に対する長期評価と最新情報の再公表

海溝型地震は発生確率など長期評価と被害額が試算され
ているが、内陸型地震についての研究が遅れている。標津
断層帯地震のように調査資料等が無く「不明」の場合につ
いての危険性を改めて町民周知すべき。

町　長

6 ９番 髙橋 善貞


